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【研究の目的】

【研究の概要】

晶析は製品を結晶として回収する分離精製操作の1つであるが、粒径や粒径分

布、形状、多形など様々な特性を制御する必要がある。本研究では粒径や結晶
多形の制御が可能な晶析装置を紹介する。

①技術の特徴

平均粒径が数10µm程度の均一な粒径分布を持つ結晶を製造する連続式晶析装置で、
平均滞留時間0.33〜33秒の短時間処理でほぼ100%結晶を製造することができる。

②想定される用途
1)医薬品等の結晶を最終形態とする製品の品質向上
2)均一な微結晶の製造（製剤工程において粉砕操作が不要）

③研究の内容

晶析操作では粒径や粒径分布、形状、多形など様々な特性を制御する必要がある

2)粉体の混合性を重視

1)固液分離性を重視

⇒大きな結晶が有利

⇒小さな結晶が有利

ブロードな粒径分布
（制御されていない）

mLスケール連続晶析装置
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【研究の概要】

従来型晶析装置との比較
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グリシンの晶析

300rpm

グリシン溶液

メタノール

半回分式（90min）

メタノール グリシン溶液

容量114mL連続式
（τ=11.5 min）

メタノール グリシン溶液

mLスケール連続式
（τ=3.3 sec）

半回分式 100%

容量114mL連続 92%

ｍLスケール 101%

収率

・わずか3.3秒で収率100％で結晶が製造できた
・従来式に比べて、均一な微結晶が得られた
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